
令和８年度 学校の部活動に関する活動方針 

岩手県立水沢高等学校 

校 長  千葉  賢 

１ 活動の方針 

 本校の教育目標「真善美を常に求め、自主自律の精神と創造建設の気魄に満ち、友愛と信義を重んず

る心身ともに豊かでたくましい人間の形成を図る」の実現を目指し、生徒の自主的・自発的な活動によ

り各部の目標達成を図ることで、真の意味での文武両道を実践し、品位ある人間を育成する。 

２ 休養日・活動時間について 

(1) 週 1日以上の休養日を徹底しながら、年間平均で週当たり 2日以上の休養日の設定に努める。 

(2) 1日の活動時間は次のように設定する。 

   ・平日（月曜日～金曜日） 清掃終了後～19：00〔完全下校〕 

   ・休日（土・日・祝日）  原則として、半日程度を目安とする。 

(3) 定期考査 1週間前及び考査期間、学校閉庁日の部活動は原則禁止とする。 

(4) 部活動を補完する活動の場合も、部活動と合わせて基準を超えない活動とする。 

(5) 部活動休養日に大会等で活動した場合は、他の日に振り替える。 

３ 活動のきまり 

部活動においては、適切な指導を実施する。 

(1) 部活動は、休養を適切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を工夫して行う。 

(2) 顧問は、生徒とコミュニケーションを十分に図りながら、生徒が生涯を通じてスポーツや文化活動

に親しむ基礎を培うよう指導を行う。 

(3) 生徒が、バーンアウトすることなく技能や記録の向上等それぞれの目標を達成できるよう適切な指

導を行う。 

(4) 学校は「岩手県立学校熱中症対策ガイドライン」にしたがい、熱中症予防に努める。  

(5) 屋外での活動において、顧問は落雷の危険性を十分認識し、事前に気象情報を確認するとともに、

天候急変時（厚い黒雲が頭上に広がる・かすかでも雷鳴が聞こえる等）にはためらわず活動を中止

し、生徒を屋内等へ避難させる。 

４ その他 

(1) 学校は、毎年度「学校の部活動に係る活動方針」を策定及び公表する。 

(2) 部顧問は、年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）並びに毎月の活動計画及

び活動実績（活動日時・場所、休養日及び大会参加日程等）を作成し、校長に提出するとともに、

当該部の生徒・保護者等への情報提供を行う。 

(3) 顧問は大会や練習試合等での遠征時には、参加者・交通手段・参加費用等を記載した移動計画を

校長に提出し承認を得る。 

(4) 生徒・教職員・地域等における感染症の発生状況等に留意しながら活動を行う。 

(5) クマなどの害獣の出没情報等を把握し、活動場所の安全を確認した上で活動する。 

 

 

 

 



「岩手県立学校熱中症対策ガイドライン」にしたがった部活動の実施について 

岩手県立水沢高等学校 

１ 目的  生徒の生命及び健康を守ることを最優先とし、部活動中における熱中症事故を未然に防止す

るため、活動実施の判断基準及び対応について必要な事項を定める。  

２ 基本方針  

(1) 部活動の実施に当たっては、生徒の安全を最優先する。  

(2) 活動の実施判断は暑さ指数（WBGT）を基本指標とする。  

(3) 顧問は気象状況、生徒の健康状態及び活動内容を総合的に判断する。  

(4) 生徒が体調不良を申し出やすい環境づくりに努める。  

３ 暑さ指数の測定（暑さが予想される予報がだされた場合）  

(1) 活動前に活動場所で WBGTを測定する。  

(2) 屋外活動は 30分ごとを目安に再測定する。  

(3) 熱中症警戒アラート発表時は測定頻度を増やす。  

４ WBGTに基づく活動基準  

【屋外活動】 

21℃未満 通常活動  

21～25℃未満 十分な水分補給を行い活動  

25～28℃未満 活動時間・強度を調整し、30分ごとに休憩  

28～31℃未満 激しい運動は禁止。練習時間短縮。頻繁な休憩・給水を実施  

31℃以上 原則活動中止 

【屋内活動】  

(1) 体育館等でも WBGTを測定する。  

(2) 屋外基準に準じて判断する。  

(3) 換気・空調設備を活用する。  

５ 熱中症警戒アラート発表時  

(1) 顧問は前日及び当日のアラート発表状況を確認する。  

(2) 活動内容の変更、時間短縮、開始時刻変更等を検討する。  

(3) 必要に応じて校長へ活動計画の変更を報告する。  

６ 熱中症特別警戒アラート発表時  

(1) 原則として屋外活動は中止する。  

(2) 屋内活動についても空調設備が十分に機能し、安全を確保できる場合に限り実施できる。  

(3) 安全確保が困難な場合は活動を中止する。  

 (4) 大会への参加等、主催者側と協議の上、校長が決裁する。 

７ 水分補給及び休憩  

(1) 活動前、活動中、活動後の水分補給を徹底する。  

(2) 生徒は水筒等を必ず持参する。  

(3) 必要に応じてスポーツドリンクや経口補水液等による塩分補給を推奨する。  

(4) 指導者は水分補給の時間を明示的に設ける。  

(5) 「のどが渇く前」の補給を指導する。  

８ 生徒の健康管理  



(1) 活動前に健康観察を実施する。  

(2) 発熱、睡眠不足、暑熱順化不足、肥満傾向、既往症のある生徒等に配慮する。  

(3) 体調不良を申し出た生徒には活動を継続させない。  

９ 服装等  

(1) 帽子の着用を推奨する。  

(2) 休憩中は可能な範囲で防具等を外す。  

(3) 高温時のマスク着用は熱中症リスクを考慮し適切に判断する。  

10 応急処置  

熱中症が疑われる場合は活動中止、涼しい場所への移動、水分・塩分補給、身体冷却を行う。 

※「事故発生時の緊急連絡体制」も確認のこと  

11救急搬送  

意識障害、自力で水分摂取できない場合、症状改善が見られない場合等は直ちに 119番通報する。  

12 活動時間の配慮  

(1) 真夏日・猛暑日は活動時間を短縮する。  

(2) 長時間連続活動は実施しない。  


